
2024年 １月試験
ファイナンシャル・プランニング技能検定

３級 実技試験

実施日① ◆ 　　　　年　　月　　日

実施日② ◆ 　　　　年　　月　　日

実施日③ ◆ 　　　　年　　月　　日

試験時間 ◆ 60分

資産設計提案業務

①　問題用紙は試験監督者の指示があるまで開けないでください。
②　試験問題は、試験用紙と解答用紙からなっています。解答はすべて解答用紙に記入してく
ださい。

③　解答用紙にはあらかじめ受検番号、カナ氏名が印字されていますので、ご自身のものかを
確認してから漢字氏名を記入してください。

④　問題数は20問、解答はすべて三答択一式です。
⑤　試験問題については、特に指示のない限り、法令基準日（１月・５月試験は前年10月1日、
９月試験はその年の４月１日）現在において施行の法令等に基づいて解答してください。
なお、東日本大震災の被災者等に対する各種特例等については考慮しないものとします。

⑥　試験問題の内容に関する質問には一切お答えできません。
⑦　問題用紙・解答用紙に印刷不明瞭や乱丁・落丁があった場合は、お申し出ください。
⑧　解答用紙は試験終了後、回収しますので持ち帰らないでください。問題用紙はお持ち帰り
ください。

⑨　計算機（電卓）は演算機能のみを有するものだけ使用できます。関数機能やプログラムの
入力可能なものは使用できません。

⑩　携帯電話やスマートフォンなどの通信機能を有する機器は電源を切ってカバン等へしまっ
てください（マナーモードも不可）。

⑪　机の上には受検票、本人確認書類、筆記用具（HBの鉛筆またはシャープペンシル、消しゴ
ム）、計算機（電卓）以外のものは置かないでください。

⑫　不正行為防止のため、試験監督者が持ち物の提示を求める場合があります。
⑬　試験問題の音読は慎んでください。
⑭　試験開始後、途中退室は一切できません。

★　注　意　事　項　★



【第１問】 下記の（問１）～（問２）について解答しなさい。

問１

ファイナンシャル・プランニング業務を行うに当たっては、関連業法を順守することが重要であ

る。ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）の行為に関する次の記述のうち、最

も不適切なものはどれか。

1．税理士の登録を受けていないＦＰが、無料相談会において、相談者が持参した資料に基づき、

相談者が納付すべき所得税の具体的な税額を計算した。

2．生命保険募集人、保険仲立人または金融サービス仲介業の登録を受けていないＦＰが、変額年

金保険の一般的な商品内容について有償で説明した。

3．投資助言・代理業の登録を受けていないＦＰが、顧客が保有する投資信託の運用報告書に基づ

き、その記載内容について説明した。
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問２

下記は、近藤家のキャッシュフロー表（一部抜粋）である。このキャッシュフロー表の空欄

（ア）～（ウ）にあてはまる数値として、誤っているものはどれか。なお、計算に当たっては、

キャッシュフロー表中に記載の整数を使用し、計算過程においては端数処理をせず計算し、計算

結果については万円未満を四捨五入すること。

1．（ア）６１１

2．（イ）１９９

3．（ウ）１,０４１
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【第２問】 下記の（問３）～（問５）について解答しなさい。

問３

下記＜資料＞に基づくＷＸ株式会社の投資指標に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれ

か。なお、記載のない事項は一切考慮しないものとし、計算結果については表示単位の小数点以

下第３位を四捨五入すること。

1．株価純資産倍率（ＰＢＲ）は、１.１倍である。

2．配当性向は、１０％である。

3．配当利回りは、１.３６％である。

問４

下記＜資料＞は、香川さん、細井さんおよび大津さんがＷＡ銀行（預金保険制度の対象となる銀

行）で保有している金融商品の時価の一覧表である。ＷＡ銀行が破綻した場合、この時価に基づ

いて預金保険制度によって保護される金額に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

＜資料＞

1．香川さんの金融商品のうち、保護される金額の合計は６００万円である。

2．細井さんの金融商品のうち、保護される金額の合計は７８０万円である。

3．大津さんの金融商品のうち、保護される金額の合計は１,０５０万円である。

3級実技（資産設計提案業務　2024.1）

香川さん、細井さんおよび大津さんはいずれも、ＷＡ銀行からの借入れはない。※

普通預金は決済用預金ではない。※

預金の利息については考慮しないものとする。※
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問５

景気動向指数に関する下表の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句として、最も適切なものはど

れか。

1．（ア）有効求人倍率（除く学卒）

2．（イ）東証株価指数

3．（ウ）消費者物価指数（生鮮食品を除く総合、前年同月比）
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「逆サイクル」とは、指数の上昇・下降が景気の動きと反対になる指標であることを指す。※

－4－



【第３問】 下記の（問６）～（問８）について解答しなさい。

問６

建築基準法に従い、下記＜資料＞の土地に建築物を建築する場合の延べ面積（床面積の合計）の

最高限度として、正しいものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないものと

する。

1．１８０㎡

2．１,０８０㎡

3．１,２００㎡

問７

土地登記記録に関する下表の空欄（ア）～（ウ）に関する次の記述のうち、最も適切なものはど

れか。

1．当該土地が初めて造成されたときに、所有権保存登記がされるのは、表題部（ア）である。

2．当該土地の地目や面積等が登記されるのは、権利部甲区（イ）である。

3．金融機関から融資を受け、土地を担保として抵当権が設定される場合、抵当権設定登記がされ

るのは、権利部乙区（ウ）である。
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問８

都市計画法に基づく都市計画区域に関する下表の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる数値または語

句の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。

1．（ア）５　（イ）抑制　（ウ）用途地域

2．（ア）１０　（イ）抑制　（ウ）区域区分

3．（ア）１０　（イ）調整　（ウ）区域区分
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【第４問】 下記の（問９）～（問１１）について解答しなさい。

問９

山根正人さんが加入している終身医療保険（下記＜資料＞参照）の保障内容に関する次の記述の

空欄（ア）にあてはまる金額として、正しいものはどれか。なお、保険契約は有効に継続してい

るものとする。また、正人さんはこれまでに＜資料＞の保険から保険金および給付金を一度も受

け取っていないものとする。

正人さんは、２０２３年１０月に交通事故により約款所定の手術（給付倍率１０倍）を１回受

け、その後継続して１２日間入院した。また、同年１２月には急性心筋梗塞で継続して７日間

入院し、その後死亡した。この場合に支払われる保険金および給付金は、合計（ ア ）であ

る。

1．１,１７０,０００円

2．１,１９０,０００円

3．１,２９０,０００円
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問１０

西里光一さんが２０２３年中に支払った生命保険の保険料は下記＜資料＞のとおりである。この

場合の光一さんの２０２３年分の所得税の計算における生命保険料控除の金額として、正しいも

のはどれか。なお、＜資料＞の保険について、これまでに契約内容の変更はないものとする。ま

た、２０２３年分の生命保険料控除額が最も多くなるように計算すること。

1．３９,６５０円

2．４０,０００円

3．７１,７２５円

問１１

伊丹さんは地震保険の加入を検討しており、ＦＰの筒井さんに質問をした。地震保険に関する筒

井さんの次の説明のうち、最も不適切なものはどれか。

1．「地震保険の保険料は、保険会社による違いはありません。」

2．「地震保険の損害認定の区分は、『全損』『半損』『一部損』の３区分に分けられていま

す。」

3．「地震保険の保険金額は、火災保険の保険金額の３０％～５０％の範囲内で設定されますが、

居住用建物については５,０００万円が上限となります。」
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【第５問】 下記の（問１２）～（問１４）について解答しなさい。

問１２

所得税の青色申告特別控除に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句の組み合わ

せとして、最も適切なものはどれか。

不動産所得または事業所得を生ずべき事業を営んでいる青色申告者で、これらの所得に係る

取引を正規の簿記の原則（一般的には複式簿記）により記帳し、その記帳に基づいて作成し

た貸借対照表および（ ア ）を確定申告書に添付して法定申告期限内に提出している場合

には、原則として、これらの所得を通じて最高（ イ ）を控除することができる。

この（ イ ）の青色申告特別控除を受けることができる人が、所定の帳簿の電子帳簿保存

または国税電子申告・納税システム（ｅ-Ｔａｘ）により電子申告を行っている場合には、

最高（ ウ ）の青色申告特別控除が受けられる。

1．（ア）損益計算書　（イ）１０万円　（ウ）５５万円

2．（ア）損益計算書　（イ）５５万円　（ウ）６５万円

3．（ア）収支内訳書　（イ）５５万円　（ウ）６５万円
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問１３

給与所得者の横川忠さん（５０歳）は、生計を一にしている妻の由紀さん（４８歳）に係る配偶

者控除または配偶者特別控除について、ＦＰで税理士でもある小田さんに質問をした。忠さんと

由紀さんの２０２３年分の所得等の状況が下記＜資料＞のとおりである場合、小田さんが行った

次の説明の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句の組み合わせとして、最も適切なものはどれ

か。なお、記載のない事項については一切考慮しないものとする。

[小田さんの説明]

「納税者の配偶者の合計所得金額が（ ア ）以下の場合、配偶者控除が適用され、（ ア

）超１３３万円以下の場合は配偶者特別控除が適用されます。なお、納税者の合計所得金額が

（ イ ）超の場合、配偶者の所得金額にかかわらず、配偶者控除および配偶者特別控除の適

用を受けることができません。従って、忠さんの所得税の計算上、（ ウ ）の適用を受ける

ことができます。」

1．（ア）３８万円　（イ）１,０００万円　（ウ）配偶者特別控除

2．（ア）４８万円　（イ）９００万円　（ウ）配偶者特別控除

3．（ア）４８万円　（イ）１,０００万円　（ウ）配偶者控除

問１４

野村さんは、１５年前に購入し、現在居住している自宅の土地および建物を売却する予定であ

る。売却に係る状況が下記＜資料＞のとおりである場合、所得税における課税長期譲渡所得の金

額として、正しいものはどれか。なお、記載のない事項については一切考慮しないものとする。

＜資料＞

譲渡価額（合計）：６,０００万円

取得費（合計）：１,５００万円

譲渡費用（合計）：５００万円

1．１,０００万円

2．１,５００万円

3．４,０００万円

〈© FP3級ドットコム　無断転載を禁じます〉

居住用財産を譲渡した場合の３,０００万円特別控除の特例の適用を受けるものとする。※

所得控除は考慮しないものとする。※
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【第６問】 下記の（問１５）～（問１６）について解答しなさい。

問１５

２０２４年１月５日に相続が開始された工藤達夫さん（被相続人）の＜親族関係図＞が下記のと

おりである場合、民法上の相続人および法定相続分の組み合わせとして、最も適切なものはどれ

か。なお、記載のない条件については一切考慮しないものとする。

1．恵子 ２／３　紀夫 １／３

2．恵子 ３／４　紀夫 １／４

3．恵子 ３／４　紀夫 １／８　隆太　１／８

問１６

神田綾子さんは、夫から居住用不動産の贈与を受けた。綾子さんは、この居住用不動産の贈与に

ついて、贈与税の配偶者控除の適用を受けることを検討しており、ＦＰで税理士でもある米田さ

んに相談をした。この相談に対する米田さんの回答の空欄（ア）、（イ）にあてはまる語句また

は数値の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。

[米田さんの回答]

「配偶者から居住用不動産の贈与を受けた場合、その（ ア ）において、配偶者との婚姻期

間が２０年以上あること等の所定の要件を満たせば、贈与税の配偶者控除の適用を受けること

ができます。なお、贈与税の配偶者控除の額は、最高（ イ ）万円です。」

1．（ア）贈与があった年の１月１日　（イ）１,０００

2．（ア）贈与があった年の１月１日　（イ）２,０００

3．（ア）贈与があった日　（イ）２,０００
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【第７問】 下記の（問１７）～（問２０）について解答しなさい。

〈© FP3級ドットコム　無断転載を禁じます〉 －12－

有馬智孝さんは株式会社ＴＳに勤務する会社員である。智孝さんは今後の生活設計について、

ＦＰで税理士でもある最上さんに相談をした。なお、下記のデータはいずれも２０２４年１月

１日現在のものである。

［家族構成（同居家族）］

［保有財産（時価）］（単位：万円）

［負債残高］

住宅ローン（自宅マンション）：２４０万円（債務者は智孝さん、団体信用生命保険付き）

［その他］

上記以外については、各設問において特に指定のない限り一切考慮しないものとする。

《設　例》



問１７

ＦＰの最上さんは、有馬家のバランスシートを作成した。下表の空欄（ア）にあてはまる金額と

して、正しいものはどれか。なお、＜設例＞に記載のあるデータに基づいて解答するものとす

る。

1．２,３４５（万円）

2．６,００５（万円）

3．６,２４５（万円）

問１８

智孝さんは、６０歳で定年を迎えた後、公的年金の支給が始まる６５歳までの５年間の生活資金

に退職一時金の一部を充てようと考えている。退職一時金のうち５００万円を年利１.０％で複利

運用しながら５年間で均等に取り崩すこととした場合、年間で取り崩すことができる最大金額と

して、正しいものはどれか。なお、下記＜資料＞の３つの係数の中から最も適切な係数を選択し

て計算し、円単位で解答すること。また、税金や記載のない事項については一切考慮しないもの

とする。

1．９８０,２００円

2．１,０３０,２００円

3．１,０５１,０００円
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問１９

智孝さんは、定年退職後の公的医療保険について、健康保険の任意継続被保険者になることを検

討している。全国健康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）の任意継続被保険者に関する次の記

述の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる語句の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。

被保険者の資格喪失日から（ ア ）以内に申出をすることにより、最長で（ イ ）、任意

継続被保険者となることができる。なお、任意継続被保険者となるためには、資格喪失日の前

日まで継続して２ヵ月以上被保険者であったことが必要である。また、任意継続被保険者は、

一定の親族を被扶養者とすること（ ウ ）。

1．（ア）１４日　（イ）２年間　（ウ）はできない

2．（ア）２０日　（イ）２年間　（ウ）ができる

3．（ア）２０日　（イ）４年間　（ウ）はできない

問２０

智孝さんは、通常６５歳から支給される老齢基礎年金を繰り上げて受給できることを知り、ＦＰ

の最上さんに質問をした。智孝さんの老齢基礎年金および老齢厚生年金の繰上げ受給に関する次

の記述のうち、最も不適切なものはどれか。なお、老齢基礎年金および老齢厚生年金の受給要件

は満たしているものとする。

1．老齢基礎年金を繰上げ受給した場合の年金額は、繰上げ年数１年当たり４％の割合で減額され

る。

2．老齢基礎年金を繰上げ受給した場合の年金額の減額は、一生涯続く。

3．老齢基礎年金を繰上げ受給する場合は、老齢厚生年金も同時に繰上げ受給しなければならな

い。
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